


お
問
い
合
わ
せ
・
ご
質
問
は

大
滝
総
合
支
所
地
域
振
興
課

谷
口
ま
で
！
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お
せ
わ
に
な
り
ま
す
！

今
年
に
入
り
も
う
４
月
。
時
が
た
つ
の
は
早
い
も

の
で
１
年
の
１
｜
３
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
て
１
年
と
６
ヶ

月
。
嵐
の
よ
う
な
毎
日
で
、
し
か
し
、
大
き
く
体
調

を
崩
す
こ
と
も
な
く
、
大
滝
で
の
暮
ら
し
で
体
が
強

く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
！

昨
年
度
に
引
き
つ
づ
き
、
蜜
蝋
関
係
を
軸
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
プ
ラ
ス
し
て
「
サ
ー
ク
ル
・

ハ
チ
ノ
ス
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！

と
は
い
え
、

任
意
団
体
。
ど
こ
か
に
登
録
し
て
い
た
り
は
し
な
い

の
で
す
が
名
前
の
あ
る
活
動
母
体
が
出
来
る
事
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
興
し
や
す
く
な
れ
ば
、
と
思
い
、
よ
り

一
層
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
！

つ
き
ま
し
て
は
、「
サ
ー
ク
ル
・
ハ
チ
ノ
ス
」
の
活

動
と
し
て
の
第
１
弾
、
大
滝
公
民
館
で
の
『
み
つ
ろ

う
ロ
ウ
ソ
ク
づ
く
り
体
験
会
』
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
時
に
関
し
ま
し
て
は
、
チ
ラ
シ
を
作
成
中
で

す
の
で
少
々
お
待
ち
を
・
・
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

も
宣
伝
致
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
！

春の大滝 ～中津川の一コマ～

中津いも～種いもの灰づけ～ 畑のそばのふきったま（ふきのとう）

畝を掘って種いもを
うね

植える様子

お借りしている畑全景
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～大滝村の今昔～
合併する前の大滝地区、「大滝村」。
ここでいう「大滝村」は明治 22年に
中津川村・三峰村・大滝村（新・古大
滝村）が合併した姿のことです。
埼玉県最西部に位置していた大滝村
の面積は 330.98㎢。県面積の10パー
セント近くを占めていました。
東南部が東京都(奥多摩)、南に山梨県、
西に長野県北に群馬県と 1都 3県に接
しています。
神岡地区にある「神庭洞窟」では 1
万年以上前から人が暮らしていた痕跡
が見つかっています。地域産業として、
古くは炭焼き小屋・木炭づくり、養蚕、
鉱山など。蒟蒻芋を輪切りにして干し
た「荒粉」は品質が良く、品評会でか
なり高く評価されていたそうです。

家畜の飼育も活発で、緬羊（毛をとるための羊。）、山羊、兎、馬や牛を飼育
めんよう

していた時期があるほど！しかし、今では殆ど廃れてしまいました。
まだまだ沢山書きたい事がありますが、今日はここまで。もっと大滝村に関
して知りたい！という方は、秩父市立図書館などにある「大滝村誌」をご覧に
なってみてください。
次にどんなことを知りたいか、リクエストがあれば是非下記までご連絡を！

４月５月～Apr.May.～
昨年は「ちちぶの季節の花」を行ってまりましたココ裏表紙の特集ページですが、
今年度からは「ちちぶ歴史探訪」として特集していきたいと思います！

新しい協力隊員が来た今こそ、故きを温ねて新しきを知る時！

ということで今回は「大滝村」の歴史にスポットを当ててみました！

●記事問い合わせ先●

山ごころ 大滝せせらぎ
文責：秩父市 大滝総合支所 地域振興課
地域おこし協力隊 谷口 孝史

TEL:0494－55－0862（地域振興課）
MAIL:ot-chiiki@city.chichibu.lg.jp

里ごころ はたおと秩父
文責：秩父市 商工課 地域おこし協力隊
関川 亜佐子 走出 雪

TEL:0494－25－5208（商工課）
MAIL：syoko@city.chichibu.lg.jp

秩父市地域おこし協力隊の日々の活動は

←Facebookページ

「秩父市地域おこし協力隊」より！

今回の歴史探訪

の担当！

人ごころ つながる秩父
文責：秩父市 地域政策課 移住相談センター
地域おこし協力隊 塩川 佳恵

TEL:0494-26-7946（移住相談センター）
MAIL：ccbiju@bz04.plala.or.jp


